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第３３回喜界町夏まつり

個人戦小学 4 年生の部
優勝した勇さん（左）・準優勝の浜岡くん

（中央）・3 位の中山くん（右）

　

8
月
２
・
３
日
２
日
間
の
開
催
予
定
だ
っ
た
「
第
33
回
喜
界
町

夏
ま
つ
り
」
は
台
風
11
号
の
影
響
に
よ
り
、
日
程
を
変
更
し
た

部
分
開
催
と
な
っ
た
。

　

2
日
開
催
予
定
だ
っ
た
『
相
撲
大
会
』
と
『
ミ
コ
シ
パ
レ
ー

ド
・
つ
な
ひ
き
』、『
歩
行
者
天
国
』
は
同
月
16
日
に
延
期
と
な

り
、踊
り
パ
レ
ー
ド
は
中
止
に
。
３
日
開
催
予
定
の
『
八
月
踊
り
』

と
『
演
芸
・
歌
謡
シ
ョ
ー
』、『
花
火
大
会
』
同
月
22
日
に
延
期

と
な
り
、『
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
』
と
『
漁
船
パ
レ
ー
ド
』
は
中

止
と
な
っ
た
。

　

変
則
的
な
開
催
と
な
っ
た
今
回
で
あ
っ
た
が
、
夏
ま
つ
り
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
町
民
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
盛
り
上

が
り
を
見
せ
、
夏
ま
つ
り
は
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。
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相撲大会
小
学
生
の
部

団
体
戦

　

�

優
勝 

荒
木
Ａ
・
準
優
勝 

志
佐
Ａ

　

３
位 

小
野
津

個
人
戦

四
年
生
の
部

　

�

優
勝 

勇
美
玲
・
準
優
勝 

浜
岡
獅
童

　

３
位 

中
山
龍
昇

五
年
生
の
部

　

�

優
勝 

登
祐
輔
・
準
優
勝  

大
喜
弘
奈

　

３
位 

富
田
楓
河

六
年
生
の
部

　

�

優
勝 

加
島
優
太
・
準
優
勝 

徹
島
航

　

３
位 

勇
嘉
文

一
般
の
部

団
体
戦

　
�

優
勝 

中
里
ま
り
ろ
う
会

　

準
優
勝 

自
衛
隊
・
３
位 

63
年
生

個
人
戦

　

�

優
勝 
三
田
美
将
大

　

準
優
勝 
平
康
之
・
３
位 

住
友
巧

相
撲
の
結
果

相
撲
の
結
果
（
敬
称
略
）

団体戦小学生の部優勝　荒木Ａ

一般の部個人戦決勝
町ナンバー１の称号はどちらに軍配が・・・ 小学 4 年生の部個人戦決勝

男子をすべてなぎ倒し優勝・勇さん（右）
小学５年生の部個人戦決勝
４年生に引き続き男女対戦となった

一般の部個人戦決勝
町ナンバー１の称号はどちらに軍配が・・・

小学生の部団体戦　決勝戦
荒木Ａ　対　志佐Ａ　大将戦

団体戦一般の部　決勝戦
中里まりろう会対自衛隊　優勝カップはどちらに？

小学６年生の部個人戦決勝
今年も強かった加島くん（左）

一般の部個人戦優勝者に
は日本エアコミューター提供
の鹿児島－喜界間ペア航
空券が贈られた

団体戦一般の部優勝　中里まりろう会

個人戦小学 4 年生の部
優勝した勇さん（左）・準優勝の浜岡くん

（中央）・3 位の中山くん（右）

個人戦小学５年生の部
優勝した登くん（左）・準優勝の大喜さん

（中央）・3 位の富田くん（右）

個人戦小学６年生の部
優勝した加島くん（左）・準優勝の徹島くん

（中央）・3 位の勇くん（右）

個人戦一般の部
優勝した三田さん（中央）・準優勝の平さん

（左）・3 位の住友さん（右）

一般の部団体戦優
勝チームには奄美
海運提供の名瀬－
喜界間ペア乗船券
が贈られた



鳥淵杏奈さんのジャズ
ライブ

トークでも盛り上げる鳥淵さん

「おばあちゃん、一緒にとろうよ」

祭りに華を添えた七色の虹 今年も大盛況・抽選会

抽選券を買い求める町民たち

「どうだ！
かっこいいでしょう～」若者たちで盛り上がるライブ会場

A コープと役場産業
振興課協賛でパッショ
ンフルーツを使ったア
イスを出店

振る舞い酒・輪投げに多くの人だかり 屋台はいいなあ～Ａコープ駐車場内で楽しむ子どもたち

中学生も加勢します！！ 大人も負けじと引っ張る

裏方で祭りを支える若手役場職員大人に負けないぞ！

こどもたちが町を練り歩く祭りって楽しいな～
おにいちゃんおねえちゃんにも
負けないぞ・ちびっこミコシ私達も担ぎます・中学生女子ミコシ

４
しじゅうく

９全国同窓会成功に向けて・未申会 僕たちが作ったフナッシーミコシ

ミ
コ
シ
パ
レ
ー
ド
・
綱
引
き

歩
行
者
天
国
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八
月
踊
り
・
演
芸
歌
謡
シ
ョ
ー

オープニングを務めた塩道集落の八月踊り

楽しい踊りに魅せられよろこびとが現れた

祭りを楽しみましょうとあいさつをする川島町長

今年も会場を盛り上げます
司会の富田英次さんと
碇山あゆみさん屋台には多くの人だかり

会場に響く優しい歌声
土岐宏大さん華麗な踊りを披露・吾妻流

手話サークルミミさんとのコラボ・長島稔さん
喜界の歌姫川畑さおり
さんが熱唱 会場にはステージを楽しみにしていた多くの町民が集まった

微笑ましいリンダンススタジオの踊り

どれがいいかな～♪

雄壮な太鼓の響き

息が合った踊りを披露・寿扇流

若手唄者たちが力強い島唄を歌う

勇ましいエイサーの踊り 祭りにはやっぱり屋台

迫力ある歌声で会場を盛り上げる
東郷晶子さん

5　Kikai Public Relations 2014.9



ま
り
、
神
官
に
よ
って
祭
典
を
執
り
行
う
。

　
シ
バ
サ
シ
ー

　

旧
暦
8
月
の
最
初
の
辛
（
か
の
と
）
の
日

に
行
う
行
事
。
早
朝
か
ら
中
間
集
落
民
と

一緒
に
線
香
と
御
神
酒
を
あ
げ
な
が
ら
、
両

集
落
内
に
あ
る
す
べ
て
の
お
墓
に
参
る
。

　
敬
老
会

　
毎
年
9
月
15
日
の
『
敬
老
の
日
』
に
還

暦
者
と
70
歳
以
上
の
敬
老
者
を
招
待
し
、

集
落
民
全
員
で
唄
や
踊
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を

し
て
盛
大
に
お
祝
い
す
る
。

　
豊
年
祭
（
シ
マ
遊
び
）

　

旧
暦
９
月
15
日
に
ド
ゥン
カ
ンメ
ー
で
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
祭
り
。
そ
の
日
は
集
落
民

総
出
で
、
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
八
月
踊
り
を

踊って
親
睦
を
深
め
る
。
昔
は
子
ど
も
た
ち

や
青
壮
年
団
が
相
撲
を
とって
盛
り
上
が
り
、

他
集
落
か
ら
も
多
数
見
物
客
が
訪
れ
て
い
た
。

●
観
光
名
所
な
ど

　

ウ
リ
ガ
ー
（
ウ
リ
ハ
ー
）

　

ウ
リ
ガ
ー
は
水
を
汲
み
出
す
た
め
に
泉
ま

で
降
り
て
い
く
、
横
穴
式
の
斜
面
泉
。
井
戸

掘
り
の
技
術
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
か
っ
た

頃
は
、
真
っ
直
ぐ
の
縦
掘
り
が
で
き
な
かっ
た

た
め
、
横
か
ら
少
し
づつ
掘
り
下
げ
井
戸
を

作
り
水
を
汲
み
上
げ
た
。
町
指
定
記
念
物

（
史
跡
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

●
マ
ル
バ
チ
シ
ャ
ノ
キ

　

ド
ゥ
ン
カ
ン
メ
ー
に
あ
る
マ
ル
バ
シ
ャ
チ
ノ
キ

は
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
樹
齢
は
１
０
０
年
を

超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。ム
ラ
サ
キ
科
チ
シ
ャ

ノ
キ
属
で
、
樹
皮
は
灰
褐
色
で
コ
ル
ク
質
が

発
達
し
、
縦
に
割
れ
目
が
あ
る
の
が
特
徴
。

第
16
回
　
先
内
・
中
熊
集
落

先
内
集
落

●
概
要

　

人
口
31
人
、
世
帯
数
13
世
帯
。
集
落
は

島
の
北
部
に
位
置
し
、
海
岸
付
近
か
ら
東

シ
ナ
海
海
上
に
浮
か
ぶ
大
島
本
島
を
臨
む
。

集
落
内
に
は
テ
ー
ロ
ー
、
ウ
ミ
ヤ
ー
、
ミ
ツ
ン

バ
ナ
と
呼
ば
れ
る
風
光
明
媚
な
入
り
江
が

あ
り
、
多
く
の
釣
り
客
が
訪
れ
る
釣
り
場

と
し
て
も
人
気
が
あ
る
。

●
集
落
性

　

温
和
で
控
え
め
な
人
が
多
い
た
め
言
葉
遣
い

は
と
て
も
丁
寧
。
特
に
年
配
の
人
達
が
使
う

方
言
は
、
聞
く
人
の
気
持
ち
ま
で
癒
し
て
く

れ
る
ほ
ど
。
ま
た
、
昔
か
ら
勤
勉
で
、
真
面

目
な
人
が
多
く
、
地
元
や
本
土
のい
ろい
ろ
な

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。
高
齢
者
が
多
い
集
落

だ
が
、
近
年
は
青
壮
年
も
増
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

●
集
落
行
事

　
ド
ゥ
ン
ガ
ン
ド
ー
（
六
月
灯
）

　

旧
暦
６
月
15
日
に
ド
ゥン
カ
ン
メ
ー
（
先

内
地
区
公
民
館
付
近
）
で
五
穀
豊
穣
を
祈

願
す
る
祭
り
。
ド
ゥン
カ
ン
メ
ー
に
あ
る
保

食
神
社
は
、最
初
は
観
音
と
し
て
元
禄
10
年

（
１
６
９
７
年
）
に
建
立
さ
れ
た
が
、
廃
仏

毀
釈
後
に
保
食
神
社
に
改
称
さ
れ
、
今
で

は
集
落
の
守
り
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

　
住
吉
神
社
六
月
灯

　

旧
暦
の
６
月
13
日
に
、
中
間
集
落
内
に
あ

る
住
吉
神
社
で
滝
川
、島
中
、池
治
、中
間
、

先
内
の
区
長
や
氏
子
総
代
、
世
話
役
が
集

中
熊
集
落

●
概
要

　
人
口
59
人
、
世
帯
数
31
世
帯
。
坂
嶺
、
先
内

集
落
な
ど
に
囲
ま
れ
、
旧
坂
嶺
小
校
区
の
中
央
に

位
置
す
る
。
ま
た
、
小
さ
い
集
落
な
が
ら
、
教
職

者
を
多
数
輩
出
し
、
さ
ら
に
教
員
住
宅
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
教
職
者
も
居
住
す
る
集
落
。

　
『
喜
界
島
の
民
俗
（
竹
内
譲
著
）』
に
よ
る
と
、

中
熊
村
は
集
落
の
南
端
を
流
れ
る
ハア
ラ
の
洗
い

保食神社 マルバチシャノキ

ウリガー（ウリハー）喜界高校正門跡

公民館周辺【中熊集落】 ドゥンカンメー周辺【先内集落】

中熊 先内

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落
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先内区長。区長歴は 2期目
に入ってから１年目。昭和
32 年生まれ。32 歳で島を
出て，52 歳の時にＵターン。
現在は父親の農業を受け継
ぎ規模拡大を図る。趣味は
「ゴルフと魚釣り」と語る。

永
　
昭
弘
区
長

（56）

Profile

中熊区長。区長歴は3期目に
入ってから７年目。昭和21
年生まれ。大朝戸出身。海が
好きで若い頃はもぐりが得意
だったという。「これからは
集落の活動を担う若い後継者
を育てたい」と語る。

田
中
三
三
区
長

（68）

Profile

場
付
近
と
海
岸
湧
き
水
の
上
方
の
ウ

ヤ
ン
ガ
と
呼
ば
れ
る
広
場
の
辺
か
ら
広

がって
今
日
の
形
に
なっ
た
と
い
う
。

●
集
落
性

　

団
結
力
が
あ
り
、
人
情
味
溢
れ
る

集
落
。
集
落
の
行
事
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
旺
盛
。

●
集
落
行
事

　

シ
バ
サ
シ

　

旧
暦
８
月
14
日
の
最
初
の
辛
（
か
の

と
）
の
日
に
行
う
行
事
。
午
前
７
時

頃
か
ら
墓
地
に
お
参
り
し
、
お
菓
子

果
物
な
ど
を
供
え
先
祖
を
敬
う
。

　
豊
年
祭

　

旧
暦
９
月
15
日
に
豊
作
を
祈
願
し

て
行
わ
れ
る
祭
り
。
こ
の
日
は
集
落
内

外
か
ら
多
く
の
集
落
出
身
者
が
帰
って

来
て
祭
り
に
参
加
し
、
八
月
踊
り
や
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
を
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

る
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
復
活
し
た
八

月
踊
り
の
練
習
（
ジ
ド
リ
）
を
祭
り
の

二
日
前
か
ら
行
って
い
る
。

●
観
光
名
所
な
ど

　

保
食
神
社

　

明
治
以
前
は
馬
頭
観
音
が
祀
ら
れ

て
い
た
が
、
廃
仏
毀
釈
令
に
よ
り
仏
教

が
禁
止
さ
れ
、
尊
像
は
役
人
の
手
に
よ

り
海
に
捨
て
ら
れ
た
。
だ
が
、
島
民
た

ち
の
信
仰
心
に
よ
り
、
保
食
神
社
と

し
て
改
称
し
昔
の
様
に
厚
く
奉ほ

う
し祀
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。【「
喜
界
島
神
社

48
マッ
プ
」
よ
り
・
喜
界
島
神
社
研
究

会
監
修
】

　
喜
界
高
校
正
門
跡

　
昭
和
24
年
、
普
通
科一年
２
学
級
、
二
年
1
学

級
、
別
科
家
庭
科
1
学
級
（
計
１
２
８
人
）
で
開

校
し
、
昭
和
32
年
に
新
校
舎
（
赤
連
）
に
移
転

す
る
ま
で
利
用
さ
れ
た
正
門
。
付
近
に
は
当
時

使
わ
れ
た
階
段
も
残
って
い
る
。

　
宮
原
山

　

集
落
の
こ
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
な
ど
と
し
て
利
用

さ
れ
、
古
く
か
ら
集
落
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
山
。

●
新
し
い
取
り
組
み

　

集
落
の
活
性
化
と
集
落
民
の
交
流
を
目
的
と
し

て
今
年
か
ら
毎
週
月
曜
日
、
集
落
公
民
館
で
有
志

の
集
落
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
『
も
のつ
く
り
教
室
』

を
開
い
て
い
る
。
今
回
は
ク
ラ
フ
ト
を
使
った
か
ご

作
り
が
テ
ー
マ
で
、
主
婦
約
10
人
が
集
ま
り
、
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
製
作
に
夢
中
に
なって
い
る
。

Kikaij ima information

庭に自家用防空壕が・・・和 49 年生が２回目の成人式に集う

2014.9

裏

ミニきかいかわら版！
昭

　昭和 49 年生まれの同窓生たちは８月 16 日、40
才を迎える節目として『2 回目の成人式』を幸陽苑
で開催し、島内外から約 50 人が集まった。最初は
容姿が変わった同窓を見て、至るところで「あの人
は誰？」という声が上がったが、名前が分かると昔
話に華を咲かせ、久しぶりの再会を楽しむ姿が見ら
れた。実行委員会では「成人式後は 49（しじゅうく）
のお祝いまで全体が集まる機会がないため、昨年開
催した昭和 48 年生に続いて開催した。いい機会な
ので後輩達にも続けてもらいたい」と期待した。

　赤連在住の泰田克久さん（59 才）宅の裏庭には
自家用防空壕跡がある。
　泰田さんによると、この防空壕は昭和 16 年頃、
亡父 秀一さん（大正７年生）と従兄弟の久留親夫
さん（昭和７年生）が掘ったもの。現在はかなり土
砂が流れ込んでいるが、当時の壕内は大人が少しか
がんだ状態で５．６人入ることができ、空襲の際に
は度々壕内に避難していたという。
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戦
中
・
戦
後
の
苦
し
い
時
代
に

島しま
っ
ち
ゅ
人
が
食
べ
て
い
た
料
理
を
再
現

中
央
公
民
館
が
主
催
す
る
戦
跡
バ
ス
ツ

ア
ー
が
８
月
24
日
に
行
わ
れ
、
18

人
の
町
民
が
参
加
し
た
。
参
加
者
た
ち
は

喜
界
島
郷
土
研
究
会
員
の
案
内
で
町
内
に

数
多
く
残
る
戦
跡
の
う
ち
の
９
箇
所
を
巡

り
、
最
後
に
は
戦
没
者
慰
霊
の
塔
で
献
花
、

黙
祷
し
た
。

　

参
加
者
の
岡
本
節
子
さ
ん
（
74
才
・
湾
）

は
「
5
歳
で
大
阪
大
空
襲
を
経
験
し
た
私

で
も
当
時
の
様
子
は
目
に
焼
き
付
い
て
い

る
。
大
阪
は
米
軍
の
重
爆
撃
機
（
Ｂ
29
）

が
雨
の
よ
う
に
爆
弾
を
落
と
し
、
地
上
は百の台海面砲台座跡で職員の説明を受ける

参加者たち

戦
争
の
悲
惨
を
語
る

　
　
　
　

～
戦
跡
バ
ス
ツ
ア
ー
～

火
の
海
に
包
ま
れ
、
多
く
の
人
が
命
を
落

と
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、
喜

界
島
で
も
多
く
の
島
民
が
激
し
い
戦
火
に

巻
き
込
ま
れ
、
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
戦
時
中
の

悲
惨
な
体
験
を
語
り
、
命
の
重
さ
を
後
世

に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

【
巡
回
コ
ー
ス
】
①
奉
安
殿
（
旧
坂
嶺
小
学

校
）　

戦
前
の
日
本
で
天
皇
と
皇
后
の
写

真
（
御
真
影
）
と
教
育
勅
語
を
納
め
て
い

た
建
物
。
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
12

月
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
で
奉
安
殿
は
取
り
壊

さ
れ
、
現
在
は
数
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

②
空
襲
被
災
現
場
（
坂
嶺
集
落
内
）
③
偽

装
飛
行
場
跡　

中
里
の
飛
行
場
攻
撃
回
避

の
た
め
に
志
戸
桶
・
佐
手
久
海
岸
に
作
ら

れ
た
も
の
。
当
時
は
竹
製
の
模
擬
飛
行
機

が
数
機
置
か
れ
て
い
た
。　

④
民
家
に
残

る
銃
弾
痕
（
志
戸
桶
）　

⑤
不
発
爆
弾
（
佐

手
久
公
民
館
前
）　

佐
手
久
に
投
下
さ
れ

た
不
発
爆
弾　

⑥
特
攻
艇
格
納
庫
（
早
町
・

白
水
の
2
箇
所
）　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
喜

界
島
上
陸
を
目
的
と
し
た
米
軍
艦
船
に
対

し
て
、
２
５
０
㌔
爆
弾
を
搭
載
し
、
体
当

た
り
攻
撃
を
計
画
し
た
海
軍
の
木
製
小
型

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、特
攻
艇
『
震
洋
（
通
称
：

○
四
艇
・
マ
ル
ヨ
ン
テ
イ
）』
格
納
庫
跡

　

⑦
百
之
台
海
面
砲
台
座
跡　

百
之
台
に

設
け
ら
れ
た
海
軍
15
セ
ン
チ
砲
陣
地
。
当

時
は
米
軍
の
砲
爆
撃
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う

に
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
周
囲
を
固
め
て

あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
部
し
か
残
っ
て
い

な
い
。
⑧
水
天
宮
戦
没
者
慰
霊
の
塔　

戦

没
者
８
１
６
人
の
慰
霊
塔

こ
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
め
ば
え

（
増
田
好
明
代
表
）
は
８
月
26
日
、

中
央
公
民
館
で
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル『
戦
中
・

戦
後
の
食
事
体
験
教
室
』
を
行
っ
た
。
同

教
室
は
、
戦
中
戦
後
の
食
料
が
乏
し
か
っ

た
当
時
の
島
人
の
料
理
を
食
す
る
こ
と

で
、
食
料
の
大
切
さ
や
当
時
の
島
の
現
状

を
知
っ
て
も
ら
う
事
が
目
的
。

　

当
日
集
ま
っ
た
小
学
生
と
大
人
27
人
は
、

高
齢
者
か
ら
悲
惨
な
戦
争
体
験
談
を
聞
い

た
り
、
戦
中
・
戦
後
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
料

理
を
食
べ
、
当
時
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　

参
加
者
の
櫻
井
心
く
ん（
早
町
小
６
年
）

は
「
戦
中
・
戦
後
の
料
理
を
食
べ
て
み
る

と
、
僕
た
ち
が
食
べ
て
い
る
料
理
は
本
当

に
贅
沢
だ
と
思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
感
謝

し
て
食
べ
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

戦中・戦後の料理を堪能する参加者たち

①
ハ
ン
ス
ー
シ
マ
シ
ー
（
ふ
か
し
い
も
）

サ
ツ
マ
イ
モ
を
蒸
か
し
て
塩
と
ザ
ラ
メ
を

ま
ぶ
し
た
も
の　

②
あ
わ
ご
は
ん　

当
時

は
あ
わ
（
粟
）
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ま
り
味

が
な
か
っ
た
。
今
回
は
あ
ま
り
に
も
食
べ

に
く
い
た
め
少
し
米
を
混
ぜ
て
炊
い
た　

③
ソ
テ
ツ
の
実
ご
は
ん
（
お
か
ゆ
）　

米

で
お
か
ゆ
を
作
り
、
ソ
テ
ツ
の
実
の
中
の

種
子
か
ら
作
っ
た
澱で
ん
ぷ
ん粉
を
入
れ
た
も
の
。

当
時
は
小
麦
で
お
か
ゆ
を
作
る
家
庭
が
多

か
っ
た
と
い
う
。
※
ソ
テ
ツ
の
実
の
種
子

は
有
毒
で
あ
る
が
、
時
間
を
か
け
て
充
分

に
水
に
晒
し
、
発
酵
・
乾
燥
さ
せ
る
な
ど

の
処
理
を
す
れ
ば
澱
粉
質
が
多
い
食
用
と

な
る
。
④
グ
マ
ミ
ス
（
ゴ
マ
味
噌
）　

味

噌
に
鰹か
つ
お

節
と
す
り
ご
ま
、
ザ
ラ
メ
を
混
ぜ

た
も
の
⑤
つ
み
き
り
（
す
い
と
ん
）　

小

麦
粉
に
水
を
入
れ
、
混
ぜ
た
あ
と
に
切
り

分
け
た
も
の
を
い
り
こ
で
出
汁
を
と
っ
た

も
の
に
味
噌
を
い
れ
た
も
の
。
当
時
は
い

り
こ
で
は
な
く
、サ
ガ
マ
ー
（
ト
ビ
ウ
オ
・

15
㎝
程
度
）
を
使
っ
て
い
た
。

❶

➋

❸

❹

❺

当日用意された料理
この料理を見て，戦中戦後当時を振り返る方も

多いのではないだろうか
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第
38
回
上
嘉
鉄
東
集
落
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
８
月
24
日
、
集
落

内
の
エ
ー
ナ
ビ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
当
日
集
ま
っ
た
集
落
民
と
集
落
出
身

者
約
80
人
は
号
対
抗
で
様
々
な
競
技
に
参

加
し
た
。

　

原
早
苗
区
長
は
大
会
の
冒
頭
で
「
こ
の

大
会
は
、
集
落
公
民
館
前
の
『
和
』
の
石

碑
が
示
す
よ
う
に
『
和
』
を
大
事
に
し
た

集
落
づ
く
り
と
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
を
目
的
に
始
ま
っ
た
も
の
。
先
人
達

の
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
な
が
ら
集
落
を

発
展
さ
せ
て
い
こ
う
」
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

参
加
者
は
、『
山
羊
の
レ
ー
ス
』
で
山
羊

が
コ
ー
ス
を
外
れ
た
り
、
飼
い
主
が
引
っ

張
ら
れ
た
り
す
る
様
子
を
見
な
が
ら
爆
笑

し
た
り
、『
風
船
割
り
』
を
楽
し
ん
だ
り

し
な
が
ら
爽
や
か
な
汗
を
流
し
た
。
ま
た
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
途
中
で
行
わ
れ
た
『
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
』
で
は
、
大
人
と
子
ど
も
に
分

か
れ
て
プ
レ
ー
し
、
お
互
い
に
エ
ー
ル
を

交
換
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
。

集落民みんなで輪になって
八月踊り【提供写真】

奄
美
大
島
中
学
校
体
育
連
盟
が
主
催

す
る
第
46
回
奄
美
大
島
中
学
校
総

合
体
育
大
会
が
こ
の
ほ
ど
、
群
島
内
の
各

会
場
で
行
わ
れ
、
喜
界
中
学
校
か
ら
31
人

の
選
手
団
が
出
場
し
た
。

　

三
儀
山
陸
上
競
技
場(
奄
美
市)

で
行
わ

れ
た
陸
上
競
技
で
は
、
大
山
健
人
く
ん
が
共

通
男
子
２
０
０
ｍ
（
24
秒
35
）
で
優
勝
を
飾

り
、
１
年
女
子
８
０
０
ｍ
で
初
く
る
み
さ
ん

（
２
分
42
秒
60
）、
共
通
４
×
１
０
０
Ｒ
で
喜

界
中
チ
ー
ム
（
吉
崎
・
大
山
（
魁
）・
吉
原
・

大
山
（
健
）、
48
秒
43
）
が
2
位
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、
男
子
砲
丸
投
げ
な
ど
５
種
目
で
3

位
に
入
賞
す
る
活
躍
を
み
せ
た
。
入
賞
し
た

選
手
た
ち
は
、
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
た
県
中
学
校
体
育
大
会
に
出
場
し
、

日
頃
の
成
果
を
競
っ
た
。

　

大
山
（
健
）
く
ん
は
「
初
め
て
奄
美
で

優
勝
で
き
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
が
、
県
体

で
は
自
分
の
走
り
が
で
き
ず
悔
し
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
練
習
し
て
、
も
っ

と
速
く
な
り
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

１位・２位になった選手達
大山くんは左から2 番目

集
落
の
老
若
男
女
が

　
　
　

交
流
を
深
め
る
～
上
東
～

大
山
く
ん
が
共
通
２
０
０ｍ
で
Ｖ
を

　

達
成
し
県
大
会
へ
～
奄
美
中
体
連
～

第
８
回
喜
界
会
連
合
会
が
開
催
！

焼酎乾杯条例により『焼酎で乾杯！』

元
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
の

　
　
　
　

小
西
健
太
さ
ん
が
指
導

第
8
回
全
国
喜
界
会
連
合
会
総
会
が
８

月
2
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
本
町
で
の
開
催

と
な
る
総
会
は
隔
年
で
行
っ
て
お
り
、
会

で
は
、
平
成
24
・
25
年
度
の
会
計
報
告
や

会
務
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
同

会
員
と
顧
問
や
相
談
役
な
ど
の
意
見
交
換

会
も
あ
り
、
空
き
家
対
策
や
航
空
運
賃
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

同
日
夜
に
は
、
幸
陽
苑
で
懇
親
会
が
催

さ
れ
、
関
係
者
た
ち
は
お
互
い
の
親
睦
を

深
め
た
。

　

全
国
喜
界
会
連
合
会
は
、
東
京
、
関

西
、
福
岡
、
鹿
児
島
、
沖
縄
に
在
住
す
る

本
町
出
身
者
を
中
心
と
す
る
会
員
で
組
織

し
て
い
る
団
体
で
、
会
員
の
交
流
を
深
め

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。

き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
主

催
す
る
『
夏
期
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
』

が
８
月
４
日
、
町
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
同

教
室
に
は
町
内
の
小
中
高
生
約
50
人
が
参
加

し
、
講
師
に
元
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
の

小
西
健
太
さ
ん
が
招
か
れ
た
。

　

小
西
さ
ん
は
ア
タ
ッ
ク
や
サ
ー
ブ
な
ど
の

基
礎
を
指
導
し
た
り
、
参
加
者
と
一
緒
に
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
小
西
さ
ん

が
打
つ
強
烈
な
ア
タ
ッ
ク
を
参
加
者
一
人
一

人
に
レ
シ
ー
ブ
さ
せ
る
場
面
も
あ
り
、
参
加

者
た
ち
は
そ
の
速
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
必
死

に
受
け
て
い
た
。

　

指
導
を
終
え
て
小
西
さ
ん
は
「
喜
界
島
の

子
ど
も
た
ち
は
素
直
で
と
て
も
綺
麗
な
目
を

し
て
い
る
の
で
、
練
習
し
だ
い
で
も
っ
と
高

い
レ
ベ
ル
ま
で
伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
。
い

つ
か
こ
の
中
か
ら
日
本
を
代
表
す
る
選
手
が

で
て
き
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

小
西
さ
ん
は
、
Ｖ
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
パ
ン
サ
ー
ズ
で
活
躍
後
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
振
興
の
た
め
、
各
地
で
普
及
活

動
を
続
け
て
い
る
。
身
長
は
１
９
６
㌢
。

参加者を指導する小西さん
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民
謡
民
舞
少
年
少
女
全
国
大
会
で

原
田
幸
歩
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞

西
日
本
を
中
心
に
活
動
す
る
ハ
ッ

ピ
ー
ド
リ
ー
ム
サ
ー
カ
ス
（
大
阪

市
中
央
区
）
が
８
月
13
日
、
町
総
合
体
育

館
で
公
演
を
行
っ
た
。

　

当
日
集
ま
っ
た
約
４
０
０
人
の
観
客

は
、
サ
ー
カ
ス
団
員
が
行
う
ジ
ャ
グ
リ
ン

協定書にサインした町長（左）と築理事長（右）

大会で堂々と唄いあげる原田さん【提供写真】

サ
ー
カ
ス
団
の
華
麗
な
演
技
に
魅
了
　

グ
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
っ
た
演
技
な
ど

に
魅
了
さ
れ
、
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
で

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
世
界
に
酔
い
し
れ
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
奄
美
広
域
中
小
企
業
勤

労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
通
称
・

ゆ
い
セ
ン
タ
ー
）
が
主
催
し
、
喜
界
公
演

後
は
、
徳
之
島
町
、
知
名
町
、
与
論
町
を

巡
回
し
各
所
で
好
評
を
博
し
た
。

高
齢
者
な
ど
の

　
　
　
　
　

見
守
り
活
動
に
一
役

全
国
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
唄
者
が
集

う
『
民
謡
民
舞
少
年
少
女
全
国
大

会
（
文
化
庁
、
日
本
民
謡
協
会
共
催
）』

が
８
月
２
・
３
の
２
日
間
、
品
川
区
総
合

区
民
会
館
（
東
京
都
）
で
開
か
れ
た
。

　

今
回
、
全
国
大
会
に
臨
ん
だ
唄
者
は
、

今
年
3
月
に
名
瀬
公
民
館
（
奄
美
市
）
で

開
か
れ
た
奄
美
予
選
会
で
、
小
学
生
高
学

年
の
部
4
位
入
賞
し
た
原
田
幸
歩
さ
ん

（
喜
界
小
６
年
）
と
5
位
入
賞
し
た
俊
山

里
穂
さ
ん
（
同
小
５
年
）。

　

全
国
大
会
で
原
田
さ
ん
と
俊
山
さ
ん

は
、自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
、結
果
は
「
む

ち
ゃ
加
那
節
」
を
歌
っ
た
原
田
さ
ん
が
見

事
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

原
田
さ
ん
は
「
初
め
て
の
全
国
大
会
で

緊
張
し
た
が
、
練
習
ど
お
り
に
楽
し
く
唄

え
て
、
優
秀
賞
ま
で
受
賞
で
き
て
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
毎
日
努
力
し
て
次
は
日
本

一
に
な
り
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

今
年
創
業
80
周
年
を
迎
え
る
奄
美
大

島
信
用
金
庫
（
築
愛
三
理
事
長
）

と
喜
界
町
は
８
月
21
日
、
役
場
町
長
室
で

『
喜
界
町
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
高
齢
者

等
見
守
り
に
関
す
る
協
定
書
』
の
調
印
式

を
行
っ
た
。
企
業
と
町
が
連
携
し
、
協
定

書
を
交
わ
す
の
は
本
町
で
は
初
め
て
。

　

同
協
定
は
、町
と
関
係
機
関
が
連
携
し
、

高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
の
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
事
態
に
適
切

か
つ
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
目
的
。

　

築
理
事
長
は
「
80
周
年
の
節
目
に
、
信

用
金
庫
と
し
て
何
か
社
会
に
役
立
て
れ
ば

と
思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
地
域
に
密

着
し
、
町
民
が
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
語
っ
た
。　

❸

❶
輪
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
高
所
で
縄
跳
び　

➋
大
迫
力
の
火
吹
き　

❸
華
麗
な
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ　

❹
観
客
も
巻
き
込
ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス　

❺
決
め
の
ポ
ー
ス　

➏
サ
ー
カ
ス
団

の
演
技
に
観
客
は
魅
了　

❼
た
く
さ
ん
の
フ

ラ
フ
ー
プ
を
見
事
に
操
る

❶➋❸

❹

❺

➏

❼

10



★
対
象
者
…
１
歳
か
ら
３
歳
の

誕
生
日
の
前
日
ま
で

★
接
種
回
数
…
２
回
（
３
ヶ
月

以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
）

★
経
過
措
置

　
　

（
※
平
成
26
年
度
の
み
）

　
　

３
歳
か
ら
５
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
の
方
も
定
期
接

種
の
対
象
者
と
し
１
回
接
種

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

★
９
月
末
頃
に
問
診
票
を
発
送

す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は

保
健
福
祉
課
予
防
接
種
係
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
願
い

　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
の
予

防
接
種
は
、
こ
れ
ま
で
任
意
接

種
だ
っ
た
為
、
予
防
接
種
歴
の

管
理
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
接

種
済
み
の
方
に
も
通
知
が
届
い

た
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
水

痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
予
防
接
種

の
接
種
状
況
を
確
認
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
既
に
接
種
済
み
の

方
は
保
健
福
祉
課
予
防
接
種
担

当
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
は

統
一
標
語

１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ

　
　

～
健
康
寿
命
の
延
伸
～

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
一
方
、

昔
に
比
べ
て
全
体
に
若
々
し
い

高
齢
者
の
方
が
多
い
な
あ
と
感

じ
ま
せ
ん
か
？
60
代
、
70
代
は

ま
だ
ま
だ
若
者
、
現
役
世
代
で

す
。
企
業
等
に
お
い
て
も
、
定

年
を
延
長
す
る
な
ど
高
齢
労
働

者
の
力
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
健
康
で
あ
る
こ
と
は
自
分

自
身
の
幸
せ
の
た
め
に
も
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
が
、
社
会
全
体

に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
な
り
の
健
康
度
を

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
い
で
す
ね
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
、
人
は
だ

ん
だ
ん
変
化
を
好
ま
な
く
な
り

ま
す
。
た
と
え
よ
い
方
向
へ
の

変
化
で
あ
っ
て
も
、
環
境
や
生

活
を
変
え
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
の
で
す
。
毎
日
同
じ
こ
と
の

繰
り
返
し
だ
け
の
生
活
に
な
る

と
、
体
力
の
低
下
や
体
調
の
変

化
に
気
づ
く
の
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
た
ま
に
出
か
け
て
み
た

ら
、
足
の
衰
え
に
気
づ
い
て

び
っ
く
り
な
ん
て
こ
と
に
も
な

★
対
象
者

①
平
成
26
年
度
に
65
・
70
・

75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

１
０
０
歳
と
な
る
方
（
平
成

26
～
30
年
度
ま
で
実
施
。
平

成
31
年
度
か
ら
の
対
象
は
改

め
て
検
討
）

②
60
歳
～
65
歳
未
満
で
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
不
全

障
害
の
あ
る
方
（
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
相
当
）

③
今
年
度
１
０
１
歳
以
上
と
な

る
方

★
接
種
回
数
…
１
回

★
既
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。
対
象
の
方

に
は
問
診
票
が
届
き
ま
す
。
不

明
な
点
は
保
健
福
祉
課
予
防
接

種
担
当
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
水
痘

（
水
ぼ
う
そ
う
）
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
接
種
に
な
り
ま
す
。

り
か
ね
ま
せ
ん
。

健
康
づ
く
り
＝
介
護
予
防
で
す
。

「
長
生
き
な
ん
て
す
る
も
ん

じ
ゃ
な
い
。
早
く
お
迎
え
が
こ

な
い
か
な
あ
」

　

な
ん
て
言
っ
て
ま
せ
ん
か
？

早
起
き
な
ら
ぬ
「
長
生
き
は
三

文
の
徳
」
で
す
。
そ
う
言
え
る

た
め
に
、
少
し
ず
つ
で
も
生
活

習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

保
健
福
祉
課
で
は
、
体
操
教

室
や
介
護
予
防
教
室
等
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
健
康
相
談
に
も

随
時
対
応
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　

夏
休
み
期
間
中
た
く
さ
ん
の

帰
省
客
の
方
々
を
お
迎
え
し

て
、
う
れ
し
く
も
忙
し
く
過
ご

さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

～
孫
が
来
て

　
　
　

財
布
は
細
り

　
　
　
　
　
　

腹
太
る
～

　

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
残
暑
が
続

き
ま
す
。
疲
れ
の
出
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
に
は
引

き
続
き
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
自

分
の
感
覚
だ
け
に
頼
ら
ず
温
度

計
を
室
内
に
設
置
し
て
温
度
調

整
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

島
遊
び
の
時
期
で
す
。
治
療
中

な
ど
の
事
情
で
ア
ル
コ
ー
ル
を

控
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い

ま
す
。
飲
酒
の
無
理
強
い
は
や

め
ま
し
ょ
う
!!

※
※
お
詫
び
※
※

　

８
月
号
の
す
こ
や
か

ニ
ュ
ー
ス
で
ご
紹
介
し
た
島

袋
翔
生
さ
ん
の
漢
字
が
誤
っ

て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤
:
島
袋
跳
生
→
正
:
島
袋

翔
生

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
高
齢

者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定
期

予
防
接
種
に
な
り
ま
す
。

 予
防
接
種
豆
知
識

定
期
接
種
:
法
律
で
定
め
ら

れ
市
町
村
が
実
施
す
る
も
の

任
意
接
種
:
本
人
ま
た
は
保

護
者
の
希
望
に
よ
っ
て
受
け

る
も
の

 

 第
17
回
喜
界
町
生
涯
学
習
大
会

（
第
３
分
科
会
）
い
き
い
き
健
や
か
健
康
部
会

【
実
践
事
項
】
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
自
ら
の
健
康
状
態
を
確
認

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
基
本
と
し
て
、
自
分
に
あ
っ

た
運
動
や
健
康
法
を
継
続
し
ま
す
。

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

健
康
増
進
普
及
月
間

11　Kikai Public Relations 2014.9



喜
界
町
教
職
員
教
育
講
演
会

12

青
少
年
ふ
る
さ
と
大
会

　

中
・
高
・
青
年
が
交
流
を
深
め
、
自
主
性
・

創
造
性
・
連
帯
性
を
育
て
、
進
ん
で
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
参
加
し
、
郷
土
を
興
す
青
少

年
の
育
成
を
目
的
に
毎
年
行
って
い
ま
す
。

　

男
性
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
性
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
夏
の
暑
さ
に
負
け
ず
、
ふ
る
さ
と

の
誇
り
と
名
誉
を
か
け
、
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
コ
ー
ト
を
駆
け
回
って
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
育
成
会
・
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地

域
女
性
団
体
・
集
落
長
寿
会
を
対
象
に
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
毎

年
行
って
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
８
月
24
日
（
日
）
に
72
名
の

受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。
２
分
科
会
に
分

か
れ
て
の
研
修
会
に
続
き
、
全
体
会
で
は
町

の
埋
蔵
文
化
財
に
つい
て
説
明
が
あ
り
、
国

内
で
注
目
視
さ
れ
て
い
る
城
久
遺
跡
群
や
現

在
発
掘
中
の
手
久
津
久
の
現
状
に
つい
て
説

明
が
あ
り
、
受
講
者
は
真
剣
に
聞
き
入
って

い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
で
は
、
新
た

な
２
種
目
で
、
老
若
男
女
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
く
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ぜ
ひ
地
域
や
学
校
で

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。
自
分
だ
け
楽
し
む

の
は
も
っ
た
い
な
い
。」
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
生
涯
学

習
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
で
す
が
、
参
加
し
て

損
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

７
月
31
日
（
木
）
に
喜
界
町
教
職
員
教

育
講
演
会
（
町
教
育
委
員
会
主
催
）
が
町

役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
で
あ
り
、
町
内
各
幼

稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
な
ど
か
ら
約

60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
鹿
児
島
県
教
育
庁
教
職
員

課
の
寺
園
伸
二
課
長
を
講
師
に
迎
え
、「
教

職
に
携
わ
る
者
と
し
て
」
と
い
う
演
題
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、「
働
き
が
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

同
じ
仕
事
で
も
そ
れ
が
、
だ
れ
か
の
幸
せ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
な
ど
意
味
や
価
値
を
自
覚

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
や
り
が
い
」
が
大
き

く
違
って
く
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。「
で

も
、
先
生
に
な
れ
ま
し
た
か
ら
」
と
い
う
若

い
期
限
付
き
教
諭
の
言
葉
か
ら
、
教
育
に

携
わ
る
者
と
し
て
の
「
自
信
」
と
「
誇
り
」

の
原
点
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

次
に
、「
行
動
生
物
学
か
ら
教
育
（
子
育

て
）
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

①　

人
間
の
行
動
は
動
物
的
本
能
に
影
響

　

さ
れ
や
す
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
人
間
」

　

に
な
る
た
め
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

②　

動
物
的
本
能
は
競
争
を
求
め
る
。
だ

　

か
ら
こ
そ
、
他
者
の
痛
み
を
知
り
、
思
い

　

や
り
の
心
を
も
って
生
き
て
い
き
た
い
。

③　

動
作
と
心
は
連
動
す
る
。
だ
か
ら
こ

　

そ
、
良
き
習
慣
を
重
視
し
、
よ
り
良
い

　

性
格
と
能
力
を
高
め
る
努
力
を
続
け
た
い
。

④　

他
者
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
ヒ
ト

　
の
特
徴
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
他
人
と

　
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、「
授
業
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

①　

学
力
向
上
を
図
る
た
め
の
本
質
的
方

　

策
は
授
業
改
善
で
あ
る
。

②　
一つ
の
授
業
に
は
３
種
類
の
発
問
を
用

　

意
す
る
。

③　

子
ど
も
の
意
識
の
流
れ
に
沿
っ
て
授
業

　

設
計
を
行
う
よ
う
に
す
る
。

④　

初
め
て
25ｍ
泳
げ
た
と
き
の
感
動
を
味

　

わ
え
る
授
業
を
め
ざ
す
。

④　
「
知
的
ボ
ル
テ
ー
ジ
」
を
高
め
、「
思

　

考
量
」
を
十
分
に
確
保
し
、「
腑
に
落

　

ち
る
」
レ
ベル
ま
で
の
理
解
を
図
る
。

　

講
演
会
に
参
加
し
た
教
職
員
た
ち
は
、

二
学
期
か
ら
の
教
育
活
動
に
向
け
て
授
業

改
善
な
ど
更
な
る
自
己
研
鑽
を
深
め
て
い
こ

う
と
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

教
職
員
か
ら
は
「
講
演
を
聞
い
て
い
て
、

教
員
を
め
ざ
し
て
い
た
頃
の
熱
い
気
持
ち
を

思
い
出
す
こ

と
が
で
き

た
。
教
職
に

携
わ
る
者
と

し
て
の
誇
り

と
責
任
感
を

自
覚
し
て
い

き
た
い
」
な

ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
大
会
に
は
各
集
落
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

に
９
チ
ー
ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
４
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
団
結
力
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
集
落
行
事

を
通
し
て
さ
ら
に
結
束
し
て
い
け
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

         
優
勝
・
・
・
中
里
集
落

         
二
位
・
・
・
中　
　

央

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　
　
　

優
勝
・
・
・
湾
集
落

　
　
　
二
位
・
・
・
赤
連
集
落　
　

生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

全体会の様子

ニュースポーツを楽しむ



13　Kikai Public Relations 2014.7

　 ていきます。

　 の現状を知り，喜界島の農業の進むべき方向性について議論する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NPO法人オーガニックアイランド喜界島）

②上記に努め，エコキャップ（ペットボトルふた）を集めて，ポリオワクチンに換えて

〈第５分科会〉美
しいふるさと環
境部会

　緑豊かで潤い
のある快適な環
境を目指したふ
るさとづくりはど
うあればよい
か。

「あたらさや～」もったい
ない運動でゴミの減量に
努めます。

③「九州エコライフポイント節電活動」への参加を。こまめにスイッチを切り，節電

　 に努め，地球温暖化防止に貢献します。

①生産性の高い有機農業や循環型農業を行うため，先進地研修や勉強会などで

　 技術の向上を図ります。（NPO法人オーガニックアイランド喜界島）

②地域全体で意見交換を行いながら，現在の喜界島の農業や食生活，自然環境

　職業人として
専門性を高め
地域の産業振
興を図る活力あ
るふるさとづくり
はどうあればよ
いか。

〈第６分科会〉活
力あるふるさと
産業部会

環境にやさしい土作りを
目指し，農畜産物の地
産他消に努めます。

　 を使うと特典があるので，消費税増税を受けてお勧めです。）

①ゴミの減量とダイオキシン排出減に努めます。（マイバッグ運動の推進。レジ袋

推　　　　進　　　　策

　生活に潤いを
持ち，住み続け
たいと願うふる
さとづくりはどう
あればよいか。

〈第２分科会〉
潤いと安らぎの
あるまちづくり
部会

おはよう，こんにちは
等，あいさつを先ずは家
庭から。

①ふるさとの良さを体験する活動の充実を図ります。

②夢を抱き，夢に向かって「やる気」と「自信」を育む活動の推進に努めます。

③一人一役で全員参加によるPTA活動の推進に努めます。

④郷土教育の充実を図ります。～確かめよう「ふるさとの良さ」，楽しもう

　 「ふるさとの伝統・文化」，受け継ごう「ふるさとの心」～

⑤キャリア教育の充実を図ります。～チャンスを生かし，夢を実現しよう～

　　　　　　　　　　　　　　生涯学習マスコットキャラクター
まなびー君

②学校との連携を図り，子どもたちの積極的な集落行事への参加を促します。

⑧学校応援団を通して，地域を含め教育活動を支援します。

⑨次代を担う子どもを育成するため，物的・人的資源を活用したサマーキャンプ

⑦子どもも親も共に成長し合えるPTA活動を目指します。

分科会名 テーマ 実践事項

〈第１分科会〉
自立を育む　青
少年育成　部会

　青少年の自立
心を育み，学び
続ける力を養う
ふるさとづくりは
どうあればよい
か。

　地域・家庭・学校にお
いて，自立した大人の出
番や役割を確保します。

　 の健康状態や身体機能の認識を深めます。

　一人一人が心
身ともに健やか
で，生き生きと
暮らすふるさと
づくりはどうあ
ればよいか。

　 を実施します。

①各分野における専門部の設置を進めます。　例「文化福祉・産業・環境・体育」

〈第３分科会〉生
き生き健やか健

康部会

　 世界中の子どもたちの命を救うとともに，ゴミの減量とダイオキシン排出減に努

　 めます。

　 表を取り入れていきます。（文化協会）

　 活動を展開していきます。（地域講座講師）

③夏祭りの踊りパレードに老若男女が参加できるよう，新しい曲や踊りを創出し

②八月踊りなどの地域伝統芸能に男性の参加を促して，今まで以上に活発に

　 知を図ります。（中央公民館）

⑤地元の文化を身近に感じることのできるFM局の開設に取り組めるよう，推進し

第１７回喜界町生涯学習推進大会実践事項に対する推進策一覧　　　　喜界町生涯学習推進会議

〈第４分科会〉豊
かな心を育む文
化活動部会

　地域の文化活
動を通して豊か
な心を育むふる
さとづくりはどう
あればよいか。

個々が公民館講座等を
積極的に利用し，地域
のリーダーが文化活動
に関わり，地域芸能や
方言等を伝承していきま
す。

　 ていきます。（地女連）

④公民館講座に多くの町民が参加できるよう，土・日開館や夜間開館の広報周

①地域文化祭で，いままで同様開催地域の八月踊りや郷土芸能を取り入れ発

　 ～家族と一緒に，小さなことからコツコツと～

⑥個を生かす教育の充実を図ります。～確かな学力の定着～

自分にあった健康法，バ
ランスのとれた食事・運
動を継続します。

　 て，自ら学びながら活動の充実度を高めるよう展開します。

③専門のインストラクターによる体操教室を実施している。限られた時間に学び，

　 自身の余暇に反復活動をすることで，継続的な健康維持に努めます。

②「私たちの健康は私たちの手で」をモットーに，食生活改善推進員活動を通し

①定期的な検診等の受診によって健康状態を知り，相応の助言等をもとに自身

　 ていきます。
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①定期的な検診等の受診によって健康状態を知り，相応の助言等をもとに自身



　 　

受付

店舗内

受付

カウ ンター

創価学会会館

パーラーキング

カウ ンター

車両内

１ ・ ２ ・ ４ 階エレベータ付近

職員室前

玄関

本社事務所

喜界町体育館

特別養護老人ホーム喜界園

阿伝分団積載車

喜界小学校

事務所

事業所・ 役所・ 病院 設置場所
喜界町役場

喜界消防分署

看護師室

パーラーダイヤモンド

総務課・ 保健福祉課

救急車

体育館喜界高校

喜界中学校

早町小学校

喜界徳洲会病院
１ 階事務所

☎

　
喜
界
消
防
分
署

林歯科

株式会社峰山建設

Aコ ープ喜界店

職員室

設置場所

喜 界 空 港
スギラビーチ

キカイガーデンゴルフ場 湾港

赤連

湾

池治

中間

中熊

坂嶺

伊砂

伊実久

小野津

長嶺

早
町白

水

嘉
鈍

阿
伝

百
之
台

蒲生

花良治

浦原

上嘉鉄

手
久
津
久

荒
木

中
里

羽里

城久
滝川

山
田

川
嶺

島
中

大朝戸

先内
西目

先山

喜
界
島

浦原港

池治浜海水浴場

佐
手
久

塩道

志
戸
桶

平成２６年８月現在 

 
 

喜
界
町
内
に
は
現
在
、
二
十
二
台
の
自
動
体
外
式
除
細
動
器
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
臓
が
停
止
し
て
か
ら
直
ち
に
心
肺
蘇
生
法
の
実

施
と
A
E
D
を
使
用
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
、
後
遺
症
を

残
さ
ず
に
完
全
社
会
復
　
帰
で
き
る
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

 
 

喜
界
消
防
分
署
に
お
き
ま
し
て
も
心
肺
蘇
生
法
及
び
A
E
D
使
用

の
講
習
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分
の
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も

是
非
受
講
さ
れ
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
消
防
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※設置者はバッテリー・パット切れに注意しましょう。

消防分署からのお知らせ　１
［AED の設置場所について］
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〔困ったら　一人で悩まず　行政相談〕
☆「暮らしの何でも行政相談所」を開設します。
困っていることや分からないことを行政相談委員
に相談してみませんか。
　喜界町では，行政相談委員の園田直樹さんが国
や役所の行政などについて，自宅や電話で相談に
応じています。
　この度，行政相談週間の一環として下記のとお
り「暮らしの何でも行政相談所」を開設します。
相談は無料で秘密は守られますのでお気軽にご相
談ください。
※会議室には守衛室横の入り口からおはいりくだ
さい。
　　　　　　　　　　記

日時：10月25日(土)　午前10時～午後３時まで
場所：喜界町役場　１階会議室
行政相談員：園田　直樹
電話：０９９７－６５－３６６３
　　　０９０－８８３３－６７２１
住所：喜界町大字赤連２４００番地
＊開設日以外でも随時相談を受け付けておりま
す。

１０月１日～７日は，「公証週間」です！
　　　　　　　　　　　　～名瀬公証人役場～

《 遺言や各種契約書は
　　　　　　　　公正証書で作成しましょう。 》
　遺産相続をめぐる争いや金銭をめぐるトラブル
が増加しています。遺言や養育費の支払い，金銭
消費貸借，土地・建物の賃貸借契約など，遺言や
大切な各種契約を，公正証書で作成することに
よって，これらの紛争を未然に防止し，あなたの
財産や権利を守ることができます。
　名瀬公証人役場では，上記公証週間の平日（月
曜日～金曜日）は，午後７時まで相談時間を延長

します。相談は無料です。
　当役場での相談を希望する方は，電話での予約
をお願いします。また，電話での相談も受け付け
ます。

名瀬公証人役場
　奄美市名瀬幸町 12 番 22 号
　℡ : 0997-52-2661

　全国の農業委員会では，毎年 8 月から 11 月を
全国統一の「農地パトロール月間」と設定してい
ます。喜界町でも 8 月から 10 月の期間で農業委
員による「農地利用状況調査」を行っております。
　町内全ての農地を対象としており，農地の総点
検（遊休農地の発生防止，違反転用防止，耕作者
の調査等）を重点目的としています。農家の皆さ
ま，農業委員への御協力をよろしくお願い致しま
す。

平成 27 年１月２日（金）に自然休養村管理センター
において喜界町成人式を行います。該当者は，平成
６年４月２日～平成７年４月１日までに生まれた方となっ
ております。
　参加希望の方は，下記まで申込をされますようお願
いします。

【 申 込 場 所 】　教育委員会生涯学習課
【 申 込 締 切 】　平成 26 年 11 月 27 日（木）
【 お問い合せ 】	 教育委員会生涯学習課
	 成人式担当：惠　翔太
	 ☎６５－３６８２

農業委員会からのお知らせ
［農地利用状況調査について］

生涯学習課からのお知らせ
［平成27年喜界町成人式参加申込について］

住民課からのお知らせ
［１０月１日～７日は「公証週間」］

企画課からのお知らせ
［行政相談のおしらせ］

平成 26 年度　市町村振興宝くじのお知らせ
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

オータムジャンボ宝くじ 
発売期間　９月１９日(金）～１０月１０日(金 )
発売場所　全国の宝くじ売り場
抽 選 日　１０月１７日(金 )

当選金支払い期間
平成 26年 10月 22日（水）～平成 27年 10月 21日（水）
町内取扱店：奄美信用組合　喜界支店　ＴＥＬ６５－２３１１

 

 
困りごと･ご意見･苦情･ご要望 

なんでも相談してね！！ 

町からのおしらせ
Information from town 

問い合わせ先

15　Kikai Public Relations 2014.9



幼
稚
園
と
保
育
所
の
い
い
と
こ

ろ
を
ひ
と
つ
に
し
た
「
認
定
こ

ど
も
園
」
の
普
及
を
図
り
ま

す
。

○
「
地
域
型
保
育
」
を
新
設
し
、

待
機
児
童
の
多
い
3
歳
未
満

児
の
保
育
を
増
や
し
、
子
育

て
し
や
す
い
、
働
き
や
す
い
社

会
に
し
ま
す
。

○
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
や
、

子
育
て
相
談
な
ど
が
受
け
ら

れ
る
「
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
」
な
ど
、
地
域
の
子
育
て

支
援
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
・
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の

利
用
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
平
成
27
年
度
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

①
訓
練
科
名　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

科
、
情
報
処
理
科

②
募
集
人
員　

各
科
20
名

③
訓
練
期
間　

各
科
2
年

④
応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業

（
見
込
者
を
含
む
）
若
し
く

は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

⑤
出
願
書
類　

入
校
願
書
（
写

真
添
付
）、学
校
調
査
書
（
又

は
卒
業
証
明
書
）　

願
書
添

付
以
外
に
写
真
1
枚
（
縦
40

×
横
30㎜
）

⑥
選
考
場
所　

県
立
姶
良
高
等

技
術
専
門
校

⑦
願
書
受
付
期
間　

平
成
26
年

9
月
1
日
（
月
）
～
平
成
27

年
３
月
６
日
（
金
）

⑧
第
１
回
締
切
日　

平
成
26
年

10
月
30
日
（
木
）
消
印
有
効

⑨
第
１
回
選
考
日　

平
成
26
年

11
月
７
日
（
金
）　

※
第
２

回
以
降
の
選
考
日
等
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

⑩
問
合
せ
先　

☎
０
９
９
５

（
６
５
）
２
２
４
７

連
絡
先

　

姶
良
市
西
餅
田
１
１
２
０　

は
危
険
も
あ
り
ま
す
。

最
近
は
「
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
で
目
の
角
膜
に
傷
が
付
い

た
」
と
いっ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く

あ
り
ま
す
。
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
を
装
着
す
る
際
は
、
必

ず
眼
科
医
の
処
方
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョン

を
業
と
し
て
施
す
に
は
美
容
師

免
許
、
ア
ー
ト
メ
イ
ク
を
業
と
し

て
施
す
に
は
医
師
免
許
が
必
要

で
す
。
施
術
な
ど
を
受
け
る
前

に
は
、
必
ず
確
認
し
、
説
明
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
体
に
異
常
等
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や

最
寄
り
の
市
町
村
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話
０
９
９
（
２
２
４
）
０
９
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
（
２
２
４
）
４
９
９
７

　

市
町
村
が
中
心
と
な
って
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

○
幼
稚
園
・
保
育
所
に
加
え
て
、

☎
０
９
９
５
（
６
５
）
２
２
４
７

　

担
当
：
清
山
、
森
山

　

公
売
と
は
、
差
し
押
さ
え
た

財
産
を
入
札
等
の
方
に
よ
り
売

却
す
る
制
度
で
、
原
則
と
し
て

ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

公
売
は
全
国
の
国
税
局
や
税

務
署
で
行
っ
て
お
り
、
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
売
の
日
時
や
公
売

財
産
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
公
売

を
実
施
す
る
国
税
局
や
税
務
署

の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
公
売
広

告
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

公
売
手
続
な
ど
の
詳
細
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ｗｗｗ
・ｎ

ｔａ
・
g
o
・
j
p
）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
国
税
局
も
し
く
は

最
寄
り
の
税
務
署
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　

若
い
女
性
を
中
心
に
人
気
の

カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
、
ま
つ

げ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
ー
ト
メ

イ
ク
と
い
っ
た
「
オ
シ
ャ
レ
」
に

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

害
を
受
け
た
場
合
は
、
損
害
の

程
度
に
応
じ
て
県
税
（
個
人
事

業
税
、
自
動
車
税
、
不
動
産
取

得
税
、
産
業
廃
棄
物
税
、
個
人

県
民
税
）
の
減
免
や
納
入
期
限

の
延
長
な
ど
の
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に

は
、一定
の
要
件
に
当
て
は
ま
り
、

申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の

地
域
振
興
局
な
ど
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

大
島
支
庁
県
税
課

☎
０
９
９
７
（
５
７
）
７
２
２
９

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
売
に
参
加
し
た
い
と
き
は

オ
シ
ャ
レ
に
は

　
　
　
　
危
険
も
あ
り
ま
す

平
成
27
年
4
月
か
ら
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
始

ま
り
ま
す

暮らしの情報 インフォメーション

有料広告

方
は
、
秋
頃
に
利
用
の

た
め
の
認
定
を
受
け
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
青
少
年
男
女
共

同
参
画
課　

☎
０
９
９

（
２
８
６
）
２
５
６
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９（
２
８
６
）

５
５
４
１

　

風
水
害
・
震
災
・
火

災
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て

住
宅
な
ど
の
財
産
に
損

ボート免許 " 更新・失効講習 " 開催
９月２４日（水）開催　喜界町中央公民館　受付０９時００分～
★必要書類
　①　ボート免許証
　②　「ボート免許証」記載の住所が変更している場合、
　　本籍地記載の「住民票」１通が必要です。（市町村
　　合併で変更した場合は、不要です。）
　③　受講料　更新：１１，０００円　失効：１８，０００円
　④　写真２枚（パスポートサイズ）ﾀﾃ 4.5㎝×ﾖｺ 3.5㎝
　※　定員の関係上、お早めの電話予約を！
（申し込み先）
　喜界島漁業協同組合　ＴＥＬ（０９９７）６５－０２４９

災
害
を
受
け
た
方
に

対
す
る
県
税
の
減
免

な
ど
が
あ
り
ま
す
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国民年金はあなたの味方です！

▶国民年金が “ 安心 ” な理由 納め方も選べて便利！

保険料が割引されてお得！

国民年金は終身保障などの利点があります！

▶国民年金が “ お得 ” な理由

日本国内にお住まいの 20 歳以上 60 歳未満の方には，「国民年金に加入して保険料を納めること」が
法律で義務付けられています。「年金なんて…」と思われるかもしれませんが，国民年金は，老後だ
けでなく，“ 安心 ” で “ お得 ” な現役世代の強い味方です。

国民年金は国が運営！
●国が責任をもって運営しているので，安心です。
●基礎年金支給額の２分の１は，国が負担しています。
　（未納のままですと，この国庫負担分も含めて受給で

きません。）

①金融機関，郵便局，コンビニの窓口，ATM での納付
　日本年金機構からお送りしている納付書を使って，各

窓口で納める方法です。
②電子納付
　インターネットバンキング，モバイ

ルバンキング，テレフォンバンキン
グで納める方法です。

③口座振替
　口座振替で納めると手間がかから

ず，納め忘れを防ぐことができます。
④クレジットカード納付
　クレジットカードにより定期的に納める

方法です。
＊過去に納め忘れの保険料がありましたら，役場年金係

もしくは，最寄りの年金事務所にご相談ください。

●まとめて前払い（前納）すると，保険料が割引されます
例）口座振替をご利用いただいた場合，

２年前納⇒２年で 14,800 円の割引

１年前納⇒１年で   3,840 円の割引

〔平成 26 年度額〕

　＊１カ月の国民年金保険料額
     　　　　　　　　　　15,250 円　　

■老後を支える終身保障です！
●老後の給付（老齢基礎年金）は、終身で受け取れる

一生涯の保障です。

■万が一の時も保障されます！
●けがや病気などが原因で一定の障害が残ったときに

は「障害基礎年金」が、死亡したときには、残され
た家族に「遺族基礎年金」が支給されるなど、現役
世代の保障も充実しています。

■社会保険料控除が受けられます！
●納めた保険料の全額が所得から控除されます。

■年金を受け取る条件が緩和されます！ 
●保険料を 40 年納めることが原則ですが、万が一、納

めることができなかった場合でも、25 年あれば必要
な期間（※ 1）を満たすことができます。さらに、この
期間が 10 年に短縮されます。〔平成 27 年 10 月施行
予定（※ 2）〕

※ 1 老後の年金を受け取るのに必要な期間（納付や免除等の期間）です。
※ 2 税制抜本改革の施行時期（消費税 10％引上げ時期）にあわせて施行され

る予定です。

国 民 年 金 民 間 の 個 人 年 金

加　　入 ・国民の義務として日本に居住する 20 歳～ 60 歳
   のすべての人が加入 ・個人が自由意思で加入

給付の特徴
・物価の上昇などに合わせて給付額が引き上げら
   れ，将来にわたって実質的な価値を保障

・給付は終身，一定限度額で非課税

・自分が積み立てた保険料およびその運用益の
   範囲で給付

・基本的には給付は有期，課税対象

給付の種類 ・老齢，障害，死亡（遺族）の全てをカバー ・各個人が選択した種類のリスクをカバー

運　　営 ・国により運営されており，基礎年金支給額１/ ２
  と運営事務に要する費用の多くを国が負担

・民間の保険会社が加入者から集めた保険料
  により，自社の経営に必要な諸経費も含めて
  運営

負担の減免 ・支払った保険料の全額が，所得から控除
・生活が苦しい場合には，一定の条件で保険料を免除 ・支払った保険料は，一定額まで所得から控除

＜お問い合わせ先＞ 奄美大島年金事務所　国民年金課（電話：0997-52-4341　自動音声案内②番）
　　　　　　　　　 〒 894-0035   奄美市名瀬塩浜町３番１号
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

悠真が生まれて，あっという間にもう一年。毎日た
くさんの笑顔をありがとう。家族みんな元気をも
らっています。最近は父ちゃん大好き♡　毎朝，寝
顔を見つけて笑いかける姿がとってもかわいいで
す。兄ちゃん，姉ちゃんに負けないくらい大きくなっ
てね（父母より）

牧野　悠
はるま

真くん（赤連）
（父　秀明・母　さつき）

野間　慎
しんや

也くん(11歳）（右）・凪
なぎと

人くん（10歳）（左）・
　　　きららさん（7歳）（中央）

（湾）

( 父　貴也・母　靖子）

　

海
岸
に
並
ぶ
よ
う
に

咲
く
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
と
オ

オ
ヤ
ブ
ツ
ル
ア
ズ
キ
。

　

セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
は
、
キ

ン
ポ
ウ
ゲ
科
セ
ン
ニ
ン
ソ

ウ
属
で
、
海
岸
な
ど
の

低
地
の
日
当
た
り
の
良

い
道
端
な
ど
に
生
え

る
つ
る
性
の
多
年
生
草

本
。
８
～
９
月
に
か
け

て
直
径
２
～
4
㎝
の
花

を
多
数
咲
か
せ
る
。
花

や
生
態
が
よ
く
似
て
い

る
も
の
に
ボ
タ
ン
ヅ
ル
が

あ
る
。
花
言
葉
は
、「
安

全
」「
無
事
」。

　

オ
オ
ヤ
マ
ツ
ル
ア
ズ
キ

は
、
マ
メ
科
サ
サ
ゲ
属

で
、
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
同
様
、

低
地
の
日
当
た
り
の
よ

い
場
所
を
好
む
つ
る
性

の
１
年
生
草
本
。
花
は

総
状
花
序
に
な
り
２
～

10
個
つ
き
、
黄
色
で
長

さ
、
幅
と
も
１・５
～
２・

０㎝
。
花
言
葉
は
、「
へ

そ
曲
が
り
」。　

今月の花 ～センニンソウ・オオヤブツルアズキ～

　

今
月
の
広
報
『
き
か
い
』

の
題
字
を
書
い
て
く
れ
た
の

は
、
喜
界
中
学
校
３
年
１
組

の
３
人
。
こ
の
3
人
は
今
年

６
月
に
引
退
す
る
ま
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
所
属
。
寺
田
キ
ャ

プ
テ
ン
、
岡
本
・
英 

副
キ
ャ

プ
テ
ン
を
中
心
に
、『
県
体
出

場
』
を
目
標
に
掲
げ
、
引
退

す
る
ま
で
毎
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
る
日
々
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
培
っ
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
で
頑
張
って
下
さ
い
。

－今月の題字－

「おはよう」と元気なあいさつと同時に，活発に動
きだす長男と次男。おしゃべりが大好きな長女。野
球，バレーとスポーツが大好きな 3 人に，将来はプ
ロ野球選手？全日本バレー選手？と，期待を膨らま
せながら，これからの成長を楽しみにしています。
心身ともに健やかであれ！！（父母より）

『
い
』　

岡
本　

二
千
翔
さ
ん

『
か
』　

英　

に
ち
な
さ
ん

『
き
』　

寺
田　

は
る
な
さ
ん

オオヤブツルアズキ センニンソウ
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まだわあさんど 　
自
慢
の
愛
車
の
隣
に
立
つ
米
二
さ
ん
。
米
二
さ
ん
は
、
今
で
も
自
ら

買
い
物
に
出
か
け
自
家
製
野
菜
を
使
っ
た
こ
だ
わ
り
料
理
を
作
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
戦
前
に
は
旧
笠
利
町
内
の
学
校
で
教
壇
に
立
っ
て
い

ま
し
た
が
、陸
軍
の
新
兵
と
し
て
徴
兵
さ
れ
、熊
本
西
部
24
部
隊
に
配
属
。

南
京
（
中
国
）
な
ど
を
経
由
し
サ
イ
ゴ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）

で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。「
昼
間
は
米
軍
の
攻
撃
を
避
け
て
山
中
に
こ
も

り
、
夜
に
移
動
し
た
。
と
て
も
大
変
な
時
代
だ
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返

り
、「
今
の
平
和
な
世
の
中
を
過
ご
せ
る
日
々
に
い
つ
も
感
謝
し
て
い
る
」

と
語
り
ま
し
た
。
戦
後
は
本
町
役
場
を
約
30
年
務
め
、
教
育
委
員
会
在
職

時
に
は
各
小
学
校
の
体
育
館
建
設
に
尽
力
し
、定
年
退
職
を
迎
え
ま
し
た
。

　
長
寿
の
秘
訣
は
、「
周
囲
を
気
に
せ
ず
我
が
道
を
行
く
こ
と
」
だ
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

<

萌
葉
会>

車
椅
子
寸
時
忘
れ
ぬ
ス
ト
ッ
カ
ー　

怪
我
な
く
流
る
今
日
も
感
謝

盆
休
み
息
子
帰
り
て
に
ぎ
や
か
に　

先
祖
喜
び
た
な
び
く
線
香

が
じ
ゅ
ま
る
の
下
に
集
い
し
有う

え
ん
び
と

縁
人　

唄
に
踊
り
に
歓
び
の
刻

初

盆

を

迎

へ

し

父

の

面

影

を　

偲

び

て

語

る

骨

頂

の

宴

天あ
ま

の
原
そ
そ
ぐ
銀
河
を
暫し

ば

し
み
て　

百
の
台
地
の
山
影
う
つ
し

年と

し齢
と
る
の
ヤ
ダ
ヤ
ダ
ヤ
ダ
と
思
い
つ
も　

必
ず
来
る
よ
お
誕
生
日

人
の
世
の
常
と
は
言
え
ど
吾
れ
の
身
に　

亡つ

ま夫
と
孫
と
の
命
の
バ
ト
ン

竹
の
持
つ
柔
軟
性
と
強

き
ょ
う
じ
ん

靱
さ　

輪
を
か
け
た
る
は
そ
の
優
雅
さ
よ

習し
き
た
り慣

の
み
ん
だ
ん
、
ぜ
ん
ざ
い
、
盆
料
理　

謹
つ
つ
し

み
供
え
遺
影
偲
ば
ゆ

<

「
合
同
歌
集
『
回
顧
・
友
』（
発
行
者　

佐
東
喜
三
郎
）
よ
り>

そ
の
昔か

み

の
王
朝
の
府
な
る
首
里
の
街　

石
垣
高
く
苔
む
し
て
あ
り

雅み
や

び
な
る
都
に
高
き
軍
靴
の
音　

す
れ
会
う
街ひ

と

ら

人
等
の
ま
な
こ
く
も
れ
り

美
代　

イ
シ

平
島　

初
子

井
澤　

紀
美
子

前
田　

喜
代
美

豊
島　

文
子

高
田　

エ
ツ
ミ

弘
岡　

稲
子

ル
ー
ニ
ー　

い
ね
子

豊
島　

瞳

佐
東
喜
三
郎

喜 界 町 の 推 計 人 口
（平成 26 年 8 月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,470 戸（0）
人 口  ・・・・ 7,421 人 （△ 19）

男   ・・・・ 3,597 人（△ 8)
女   ・・・・ 3,824 人（△ 11）

（　）は前月比

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

佐　

藤　
　
　

彩あ
や

（
盛
幸
・
荒
木
）

平　

田　

未み　

夏な

（
卓
也
・
中
里
）

牧　

岡　

英え
い　

龍
り
ゅ
う（

龍
也･

赤
連
）

辻　

﨑　

悟ご　

朗ろ
う

（
智
徳
・
赤
連
）

相　

馬　

葉は　

月づ
き

（  
聡  
・
赤
連
）

　
   

氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

　
　
　

氏　
　

名　
　

    （
住
所
）

　

氏　

名　

      （
年
齢
・
住
所
）

　

  

氏　
　

名　

     （
住
所
）

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

南　

島　

法
優
季
（　

湾　

）

上　

床　

春
瑠
菜
（
赤　

連
）

榮　
　
　

ト　

ヨ

若　

松　

芳　

枝

岩　

崎　

富　

義

新　

島　

タ　

ツ

大　

畑　

千　

代

岩　

田　

惠　

子

藤　

田　

ヤ　

イ

藤　

崎　

照　

子

中　

場　

エ　

イ

大　

野　

ア　

キ

浜　

井　

ア
サ
ノ

篠　

原　

繁
四
郎

矢　

竹　

フ
ミ
子

竹　

下　

浩　

房

西　

澤　

セ　

キ

加　

納　

ア　

サ

孝　

田　

荘　

屋

榮　
　
　

秀　

巳

菊　
　
　

廣　

義

澄　

江　

祥　

子

拵　
　
　

三　

好

大　

畑　

実　

三

豊　

島　

哲　

美

浜　

井　

上　

治

岩　

田　

英　

敏

中　

場　

豊　

三
（
92
才
・
伊
実
久
）

（
76
才
・
白　

水
）

（
89
才
・
白　

水
）

（
91
才
・
西　

目
）

（
94
才
・
小
野
津
）

（
83
才
・　

湾　

）

（
91
才
・
伊　

砂
）

（
85
才
・
荒　

木
）

（
91
才
・
嘉　

鈍
）

（
93
才
・
小
野
津
）

（
100
才
・
志
戸
桶
）

（
88
才
・
志
戸
桶
）

（
80
才
・
荒　

木
）

（
42
才
・
志
戸
桶
）

（
98
才
・
中　

里
）

（
86
才
・
手
久
津
久
）

（
上
嘉
鉄
）

（
伊
実
久
）

（
中　

里
）

（　

湾　

）

（　

湾　

）

（
小
野
津
・
埼
玉
県
在
住
）

（
荒　

木
）

（
志
戸
桶
）

（　

湾　

）

（
嘉　

鈍
）

納付をお忘れなく！（9 月）
【税】国民健康保険税・介護保険料・

後期高齢者保険料第３期　9/30まで
【使用料】９月分公営住宅・簡易水道・

下水道使用料・保育料　　　9/30まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

大倉 米二 さん

（大正 12 年生・91 歳・島中）

先
月
８
月
号
18
ｐ
の
『
お
お
き

く
な
あ
れ
』の
文
章
中「
･
･
･

長
男
・
有
輝
」は「
･
･
･
長
男
・

友
輝
」
で
し
た
。

同
号
19
ｐ
『
ま
だ
わ
あ
さ
ん
ど
』

の
「
大
正
15
年
生
」
は
「
昭
和

２
年
生
」
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。
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喜界町夏まつり相撲大会ミニスナップ

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成26年9月21日～10月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。

個人戦小学 6 年生の部　3 位決定戦

子育・・・・子育て支援センター
すこ・・・・旧すこやかセンター
コミ・・・・役場コミュニティーホール
保健・・・・保健センター

日 月 火 水 木 金 土

9/21 9/22 9/23 9/24 9/25 9/26 9/27

●母子相談
（0 ～ 1 歳児）
【子育 11: 00 ～】

● 1 歳６カ月児
　  健診

【すこ13:15～】

9/28 9/29 9/30 10/1 10/2 10/3 10/4

●資料休館日   
   【図書館】

10/5 10/6 10/7 10/8 10/9 10/10 10/11

●第 52 回
町民体育祭

【町総合グラ
ウンド】

●精神巡回相談
【診療所 8:30 ～】

●精神巡回相談
 【診療所 8:30 ～】
●移動図書館

（あゆみ幼稚園・
第 2 保 育 園・ 早
町学童）【各施設
13:00 ～ 14:00】

●移動図書館
（のぞみ幼稚園・
 第 1 保育園・子
育支援）【各施設
13:00 ～ 14:00】
●体操教室【コミ
19:00 ～ 20:30】

●体操教室
  【コミ 9:30
    ～ 11:00】

10/12 10/13 10/14 10/15 10/16 10/17 10/18

●移動図書館
（1・2・3 年）
第 5 期【 早
町 小 13:00
～ 13:50】

●移動図書館
（4・5・6 年）
第 5 期【 早
町 小 13:00
～ 13:50】

● ブ ッ ク ス
タート第 4 回

【 保 健 13:15
～】

●青少年育成
の日

10/19 10/20

●町民体育祭
予備日

●母子相談
（0 ～ 1 歳児）
【子育 11: 00 ～】
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